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史
観
第
一
七
九
冊
三
八
は
じ
め
に
曹
魏
王
朝
に
よ
る
景
元
四
年
（
二
六
三
年
）
の
伐
蜀
最
大
の
功
臣
は
、
鄧
艾
で
あ
る
。
江
由
か
ら
綿
竹
へ
侵
攻
し
た
鄧
艾
の
奇
策
が
、
後
主
劉
禅
を
降
伏
へ
と
導
い
た
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
西
晋
王
朝
初
期
に
お
け
る
鄧
艾
の
評
価
は
頗
る
低
い
。
伐
蜀
後
に
専
断
権
を
振
る
っ
た
こ
と
が
謀
反
と
見
な
さ
れ
て
、
結
局
監
軍
衛
瓘
の
命
に
よ
り
斬
ら
れ
た
た
め
で
あ
る）（
（
。『
三
国
志
』
巻
二
八
・
魏
書
（
以
下
『
魏
志
』
巻
二
八
と
略
す
）・
鄧
艾
伝
所
載
の
西
晋
・
泰
始
元
年
（
二
六
五
年
）
の
武
帝
司
馬
炎
の
詔
勅
に
、
征
西
將
軍
鄧
艾
、
功
を
矜
り
て
節
を
失
し
、
實
に
應
に
大
辟
す
べ
し
。
と
あ
る
の
は
そ
の
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
、
鄧
艾
が
曹
魏
後
半
期
に
行
っ
た
鮮
卑
徙
住
策
は
、
さ
ら
に
そ
の
評
価
を
貶
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
晋
書
』
巻
四
七
・
傅
玄
伝
に
は
、
泰
始
四
年
（
二
六
八
年
）
の
御
史
中
丞
・
傅
玄
の
上
疏
と
し
て
、
本
と
鄧
艾
苟
く
も
一
時
の
利
を
取
ら
ん
と
欲
し
、
後
患
を
慮
ら
ず
、
鮮
卑
數
萬
を
し
て
人
間
に
散
居
せ
し
む
る
は
、
此
れ
必
ず
害
を
爲
す
の
勢
な
り
。
と
あ
り
、
傅
玄
は
鄧
艾
が
徙
住
さ
せ
た
鮮
卑
に
対
す
る
危
惧
を
述
べ
て
い
る
。
事
実
、
泰
始
六
年
（
二
七
〇
年
）
鮮
卑
を
率
い
た
禿
髪
樹
機
能
が
涼
州
で
起
こ
し
た
反
乱
は
約
一
〇
年
続
き
、
西
晋
王
朝
の
西
北
支
配
に
大
打
撃
を
与
え
た）（
（
。
鄧
艾
は
混
乱
の
元
凶
と
み
な
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
で
は
、
鄧
艾
に
よ
る
鮮
卑
徙
住
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
従
来
の
研
究
を
見
る
と
、
鮮
卑
の
徙
住
自
体
鄧
艾
の
鮮
卑
徙
住
を
め
ぐ
っ
て
　
　
 
続
・
西
晋
王
朝
成
立
史
の
一
側
面 　
　
野
　
中
　
　
　
敬
鄧
艾
の
鮮
卑
徙
住
を
め
ぐ
っ
て
三
九
よ
り
も
む
し
ろ
鮮
卑
史
・
西
晋
史
の
立
場
か
ら
検
討
さ
れ
て
お
り
、
趙
向
群
氏
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、『
晋
書
』
巻
一
二
六
・
禿
髪
烏
孤
載
記
の
記
事
と
の
関
連
で
解
釈
さ
れ）（
（
、
一
方
山
口
洋
氏
は
西
晋
・
泰
始
五
年
（
二
六
九
年
）
の
秦
州
設
置
の
背
景
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る）（
（
。
し
か
し
、
鄧
艾
が
稀
代
の
戦
略
家
で
あ
り
、
対
蜀
戦
線
に
出
鎮
し
た
曹
魏
王
朝
後
半
期
に
こ
の
徙
住
策
を
行
っ
た
と
す
る
と
、
こ
の
時
期
の
曹
魏
・
蜀
漢
の
抗
争
と
無
関
係
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
い
。
私
は
前
稿
で
、
鄧
艾
の
伐
蜀
を
曹
魏
・
蜀
漢
に
よ
る
陰
平
・
武
都
か
ら
狄
道
及
び
霊
州
に
至
る
交
通
ル
ー
ト
の
争
奪
戦
の
延
長
と
し
て
と
ら
え
、
曹
魏
・
嘉
平
六
年
（
二
五
四
年
。
蜀
漢
・
延
熙
一
七
年
）
に
霊
州
（
寧
夏
回
族
自
治
区
中
衛
市
付
近
）
で
起
こ
っ
た
姜
維
と
司
馬
昭
の
戦
い
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
が）（
（
、
鮮
卑
徙
住
の
問
題
も
こ
の
よ
う
な
動
き
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、『
魏
志
』
鄧
艾
伝
に
は
、
鄧
艾
が
漢
人
と
異
民
族
の
雑
居
に
反
対
す
る
上
奏
が
見
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
鄧
艾
自
身
が
本
当
に
鮮
卑
の
徙
住
を
立
案
し
た
の
か
も
改
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら 
な
い
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ま
ず
従
来
の
諸
説
を
検
討
し
、
次
い
で
鄧
艾
に
よ
る
鮮
卑
徙
住
策
を
曹
魏
・
蜀
漢
抗
争
の
中
に
位
置
づ
け
、
そ
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
、
西
晋
王
朝
の
性
格
の
一
端
を
分
析
す
る
視
点
を
提
示
し
て
、
大
方
の
ご
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。
一
、『
資
治
通
鑑
』・『
晋
書
』
の 
　
　
　
　
　
鮮
卑
徙
住
地
関
連
史
料
の
再
検
討
そ
れ
で
は
ま
ず
、
鄧
艾
の
鮮
卑
徙
住
策
の
内
容
を
考
え
て
み
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
こ
と
を
直
接
示
す
史
料
は
『
魏
志
』
巻
二
八
・
鄧
艾
伝
に
も
見
ら
れ
ず
、『
晋
書
』
巻
四
七
・
傅
玄
伝
に
見
え
る
傅
玄
の
上
疏
の
み
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
上
疏
の
関
連
箇
所
を
、
Ａ
～
Ｄ
の
段
落
に
分
け
て
示
す
と
、
Ａ
、
泰
始
四
年
、
以
て
御
史
中
丞
と
爲
る
。
時
に
頗
る
水
旱
の
災
有
り
、
玄
復
た
上
疏
し
て
曰
く
、
…
…
（
中
略
）
…
…
Ｂ
、
其
の
五
に
曰
く
、
臣
以
爲
ら
く
、
胡
夷
に
獸
心
あ
り
、
華
と
同
じ
か
ら
ざ
る
は
、
鮮
卑
最
も
甚
だ
し
。
本
と
鄧
艾
苟
く
も
一
時
の
利
を
取
ら
ん
と
欲
し
、
後
患
を
慮
ら
ず
、
鮮
卑
數
萬
を
し
て
人
間
に
散
居
せ
し
む
る
は
、
此
れ
必
ず
害
を
爲
す
の
勢
な
り
。
Ｃ
、
秦
州
刺
史
胡
烈
、
素
よ
り
恩
信
西
方
に
有
り
、
今
烈
往
け
ば
、
諸
胡
已
に
無
惡
に
し
て
、
必
ず
且
つ
消
弭
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
獸
心
保
ち
難
く
、
必
ず
し
も
其
の
久
し
く
安
ん
ず
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
若
し
後
に
動
釁
有
れ
ば
、
烈
の
計
能
く
之
を
制
せ
ん
。
惟
だ
恐
ら
く
は
胡
虜
適
々
討
擊
に
困
め
ば
、
便
ち
能
く
東
し
て
安
定
に
入
り
、
西
し
て
武
威
に
赴
き
、
外
名
降
と
爲
史
観
第
一
七
九
冊
四
〇
す
も
、
動
く
べ
く
し
て
復
た
動
く
。
此
の
二
郡
、
烈
の
制
す
る
所
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
惡
胡
の
東
西
に
窟
穴
浮
游
の
地
有
り
、
故
に
復
た
患
を
爲
し
、
以
て
之
を
禁
ず
る
こ
と
無
き
な
り
。
Ｄ
、
宜
し
く
更
に
一
郡
を
高
平
川
に
置
き
、
安
定
西
州
都
尉
に
因
り
て
徙
る
を
樂
し
む
民
を
募
り
て
、
其
の
復
除
を
重
ね
て
以
て
之
を
充
た
し
、
以
て
北
道
を
通
じ
て
、
漸
く
以
て
邊
を
實
た
さ
ん
。
此
の
二
郡
及
び
新
置
の
郡
を
詳
議
し
、
皆
幷
せ
て
秦
州
に
屬
せ
し
め
、
烈
を
し
て
御
邊
の
宜
し
き
を
專
ら
に
す
る
を
得
し
め
ん
。
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
鄧
艾
の
徙
住
策
自
体
は
、
Ｂ
の
傍
線
部
に
記
さ
れ
た
の
み
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
徙
住
の
時
期
は
『
魏
志
』
鄧
艾
伝
に
記
さ
れ
た
鄧
艾
の
対
蜀
戦
線
へ
の
赴
任
期
間
か
ら
推
測
で
き
る
の
で
、
次
節
で
述
べ
て
み
た
い
。
で
は
、
鮮
卑
は
ど
こ
に
徙
住
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、『
資
治
通
鑑
』（
以
下
『
通
鑑
』
と
省
略
）
巻
七
九
・
晋
紀
一
・
武
帝
泰
始
五
年
（
二
六
九
年
）
条
を
見
る
と
、
二
月
、
雍
・
涼
・
梁
州
を
分
か
ち
て
秦
州
を
置
く
。
胡
烈
を
以
て
刺
史
と
爲
す
。
是
よ
り
先
、
鄧
艾
、
鮮
卑
の
降
者
數
萬
を
納
れ
、
雍
・
涼
の
間
に
置
き
、
民
と
雜
居
す
れ
ば
、
朝
廷
其
の
久
く
し
て
患
を
爲
す
を
恐
れ
、
烈
の
素
よ
り
西
方
に
著
名
な
る
を
以
て
、
故
に
之
を
鎭
撫
せ
し
む
。
と
あ
り
、「
鮮
卑
降
者
數
萬
」
が
「
雍
・
涼
之
間
」
で
民
と
雜
居
し
た
と
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
す
で
に
山
口
洋
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
）
（
（
、『
晋
書
』
巻
三
・
武
帝
紀
・
同
年
条
に
、
二
月
、
雍
州
の
隴
右
五
郡
及
び
涼
州
の
金
城
・
梁
州
の
陰
平
を
以
て
秦
州
を
置
く
。
と
あ
る
記
事
に
、『
通
鑑
』
が
編
纂
過
程
で
傅
玄
伝
の
上
疏
の
内
容
を
加
味
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
山
口
氏
は
、
傅
玄
の
上
疏
の
時
期
が
、
Ａ
の
内
容
か
ら
泰
始
四
年
（
二
六
八
年
）
と
な
る
が
、
Ｃ
の
内
容
か
ら
翌
五
年
の
秦
州
設
置
と
胡
烈
の
刺
史
就
任
が
決
定
し
た
後
の
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
傅
玄
は
、
胡
烈
が
恩
信
で
懐
柔
で
き
て
も
、「
患
」
を
な
す
鮮
卑
は
東
の
安
定
郡
や
西
の
武
威
郡
に
逃
げ
込
む
と
言
っ
て
い
る
が
、
安
定
・
武
威
の
間
と
は
六
盤
山
と
烏
鞘
嶺
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
、『
通
鑑
』
の
「
雍
・
涼
之
間
」
と
は
、
こ
の
地
域
、
す
な
わ
ち
後
の
西
晋
の
秦
州
を
指
し
、『
通
鑑
』
は
鮮
卑
の
徙
住
地
を
こ
の
「
雍
・
涼
之
間
」
と
し
た
と
さ
れ
、
こ
の
地
域
へ
の
鮮
卑
徙
住
が
西
晋
の
秦
州
設
置
の
背
景
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）（
（
。
も
っ
と
も
、
従
来
鮮
卑
の
徙
住
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
史
料
に
『
晋
書
』
巻
一
二
六
・
禿
髪
烏
孤
載
記
の
記
事
を
加
え
て
議
論
さ
れ
て
お
り
、
主
に
周
偉
洲
）
（
（
・
林
幹
）
（
（
・
白
翠
琴
）
（1
（
・
趙
向
群
）
（（
（
・
陳
琳
国
）
（（
（
の
諸
氏
が
こ
の
立
場
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、『
晋
書
』
禿
髪
烏
孤
載
記
の
冒
頭
に
は
、
禿
髮
烏
孤
、
河
西
の
鮮
卑
人
な
り
。
其
の
先
、
後
魏
と
出
を
同
じ
く
す
。
八
世
祖
匹
孤
、
其
の
部
を
率
い
て
塞
北
よ
り
河
西
に
鄧
艾
の
鮮
卑
徙
住
を
め
ぐ
っ
て
四
一
遷
り
、
其
の
地
、
東
は
麥
田
・
牽
屯
に
至
り
、
西
は
濕
羅
に
至
り
、
南
は
澆
河
に
至
り
、
北
は
大
漠
に
接
す
。
匹
孤
卒
し
、
子
壽
闐
立
つ
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
壽
闐
卒
し
、
孫
樹
機
能
立
ち
、
壯
果
に
し
て
謀
略
多
し
。
泰
始
中
、
秦
州
刺
史
胡
烈
を
萬
斛
堆
に
殺
し
、
涼
州
刺
史
蘇
愉
を
金
山
に
敗
り
、
盡
く
涼
州
の
地
を
有
ち
、
武
帝
之
が
爲
に
旰
食
す
。
後
に
馬
隆
の
敗
る
所
と
爲
り
、
部
下
之
を
殺
し
て
以
て
降
る
。
と
あ
り
、
①
禿
髪
烏
孤
の
八
世
祖
・
匹
孤
と
は
、
拓
跋
鮮
卑
の
神
元
皇
帝
力
微
の
兄
で
、
②
力
微
が
父
の
詰
汾
を
継
い
で
自
立
し
た
元
年
と
は
庚
子
の
年
、
す
な
わ
ち
曹
魏
・
黄
初
元
年
（
二
二
〇
年
）
に
当
た
り
、
③
こ
の
頃
力
微
と
対
立
し
た
匹
孤
は
部
衆
を
率
い
て
西
遷
し
て
、
曹
魏
王
朝
後
半
期
に
河
西
に
到
達
し
、
④
甘
露
元
年
（
二
五
六
年
）
以
降
都
督
隴
右
諸
軍
事
に
就
任
し
た
鄧
艾
の
下
に
降
附
し
て
徙
住
さ
せ
ら
れ
、
⑤
そ
の
徙
住
地
と
は
、
ほ
ぼ
『
通
鑑
』
の
示
す
「
雍
・
涼
之
間
」
だ
が
、
周
・
林
・
白
・
陳
氏
は
、
具
体
的
に
は
文
中
の
「
麥
田
（
甘
粛
省
靖
遠
県
北
）・
牽
屯
（
甘
粛
省
平
涼
県
西
北
）」・「
濕
羅
」（
青
海
湖
南
）・「
澆
河
」（
青
海
省
貴
徳
県
）・「
大
漠
」（
騰テ
ン
グ
リ
格
里
沙
漠
・
巴
バ
ダ
イ
ン
ジ
ャ
ラ
ン
丹
吉
林
沙
漠
）
を
四
至
と
す
る
領
域
）
（（
（
（
以
下
四
至
の
地
と
記
す
）
と
し
、
趙
氏
は
、
四
至
の
地
を
彼
ら
が
そ
の
後
拡
大
・
移
住
し
た
地
域
と
し
て
お
ら
れ
る
。
各
氏
の
見
解
に
若
干
の
相
違
点
は
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
で
は
、『
通
鑑
』・『
晋
書
』
の
記
事
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
。
ま
ず
『
通
鑑
』
は
、『
晋
書
』
武
帝
紀
・
傅
玄
伝
を
踏
ま
え
て
お
り
、
恐
ら
く
鮮
卑
は
「
雍
・
涼
之
間
」
及
び
そ
の
周
辺
に
徙
住
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
雍
・
涼
之
間
」
全
域
で
鮮
卑
と
民
が
雑
居
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。『
魏
志
』
鄧
艾
伝
の
嘉
平
年
間
（
二
四
九
年
～
二
五
四
年
）
に
お
け
る
司
馬
師
へ
の
上
奏
中
に
は
、
羌
胡
の
民
と
同
處
す
る
者
、
宜
し
く
以
て
漸
く
之
を
出
だ
し
、
民
の
表
に
居
り
、
廉
恥
の
教
を
崇
び
、
姦
宄
の
路
を
塞
が
し 
め
よ
。
と
あ
り
、
鄧
艾
は
漢
人
と
「
羌
胡
」
の
雑
居
に
反
対
し
て
い
る）（（
（
。
鮮
卑
は
「
雍
・
涼
之
間
」
及
び
そ
の
周
辺
の
特
定
地
域
に
徙
住
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
す
る
と
鮮
卑
の
徙
住
時
期
も
、
④
の
よ
う
に
必
ず
し
も
鄧
艾
が
都
督
隴
右
諸
軍
事
に
就
任
し
て
、
「
雍
・
涼
之
間
」
の
軍
事
権
を
掌
握
し
た
甘
露
元
年
以
降
で
な
く
と
も
よ
い
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
禿
髪
烏
孤
載
記
の
四
至
の
地
は
、
西
方
で
は
青
海
湖
付
近
に
ま
で
及
び
、
こ
こ
ま
で
鮮
卑
を
徙
住
さ
せ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
關
尾
史
郎
氏
が
、
匹
孤
を
詰
汾
の
長
子
と
す
る
点
、
及
び
匹
孤
が
四
至
の
地
を
支
配
領
域
と
し
た
と
い
う
点
を
後
世
の
付
会
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に）（（
（
、
こ
の
史
料
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
匹
孤
か
ら
、
西
晋
・
泰
始
六
年
（
二
七
〇
年
）
に
反
乱
を
起
こ
し
た
樹
機
能
ま
で
、
約
五
〇
年
で
四
世
代
と
す
る
の
は
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
史
観
第
一
七
九
冊
四
二
か
。
ま
た
、『
晋
書
』
禿
髪
烏
孤
載
記
と
、
先
行
す
る
『
魏
書
』
巻
九
九
・
鮮
卑
禿
髪
烏
孤
伝
及
び
『
十
六
国
春
秋
』
南
涼
録
（『
太
平
御
覧
』
巻
一
二
六
・
偏
覇
部
一
〇
・
南
涼
禿
髪
烏
孤
条
所
引
）
を
比
較
す
る
と
、
四
至
の
地
の
記
述
は
『
魏
書
』
に
は
あ
る
が
、
南
涼
録
に
は
見
え
な
い）（（
（
。
こ
の
史
料
を
単
純
に
曹
魏
末
期
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
鄧
艾
に
よ
る
鮮
卑
の
徙
住
地
は
、『
通
鑑
』
の
「
雍
・
涼
之
間
」
及
び
そ
の
周
辺
の
特
定
の
地
域
で
あ
り
、
一
方
『
晋
書
』
禿
髪
烏
孤
載
記
の
四
至
の
地
を
鄧
艾
に
よ
る
徙
住
地
と
結
び
つ
け
て
解
釈
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
趙
氏
の
指
摘
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
山
口
氏
は
前
の
議
論
に
続
け
て
、『
晋
書
』
巻
一
二
五
・
乞
伏
国
仁
載
記
に
、
国
仁
の
五
世
祖
・
祐
鄰
が
西
晋
・
泰
始
年
間
（
二
六
五
年
～
二
七
四
年
）
初
期
に
南
下
し
、
結
鹿
の
部
衆
七
万
余
落
を
従
え
て
高
平
川
付
近
に
居
住
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
晋
初
期
に
「
患
」
を
な
す
と
さ
れ
た
鮮
卑
は
、
鄧
艾
が
徙
住
さ
せ
た
者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
上
疏
の
Ｄ
は
、
乞
伏
鮮
卑
の
居
住
す
る
高
平
川
地
域
に
郡
を
設
置
し
、
徙
民
を
募
り
、
課
役
を
免
除
し
て
移
住
さ
せ
る
一
方
、
安
定
・
武
威
両
郡
と
新
設
の
一
郡
（
高
平
川
付
近
）
を
胡
烈
に
統
治
さ
せ
れ
ば
、
鮮
卑
を
押
さ
え
込
め
る
と
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
た）（（
（
。
だ
が
そ
う
だ
と
す
る
と
、
傅
玄
は
、
鄧
艾
が
徙
住
さ
せ
た
鮮
卑
が
問
題
だ
と
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
別
の
乞
伏
鮮
卑
対
策
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
お
か
し
な
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
口
氏
が
指
摘
さ
れ
た
高
平
川
一
帯
は
注
目
し
て
よ
い
。
高
平
川
と
は
現
在
の
清
水
河
で
、
松
田
壽
男
氏
は
、
そ
の
名
称
は
固
原
に
置
か
れ
た
漢
代
の
安
定
郡
治
の
高
平
県
に
因
み
、
北
流
し
て
黄
河
に
注
ぐ
川
筋
は
古
来
遊
牧
世
界
と
中
国
を
つ
な
ぐ
南
北
交
通
路
と
し
て
機
能
し
、
後
漢
時
代
に
は
こ
の
河
川
沿
い
の
三
水
県
に
安
定
属
国
都
尉
が
駐
屯
し
、
北
方
遊
牧
民
の
人
口
が
極
め
て
多
か
っ
た
と
さ
れ）（（
（
、
さ
ら
に
陳
琳
国
氏
は
、「
高
平
險
固
、
山
川
沃
饒
」
（『
晋
書
』
巻
一
三
〇
・
赫
連
勃
勃
載
記
）
と
評
さ
れ
た
高
平
が
、
魏
晋
時
代
以
降
も
北
方
か
ら
移
住
し
て
く
る
少
数
民
族
の
目
的
地
な
い
し
は
中
継
地
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）（（
（
。
と
す
れ
ば
、
鄧
艾
が
鮮
卑
を
徙
住
さ
せ
た
の
も
、
高
平
周
辺
か
ら
高
平
川
一
帯
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
西
晋
初
期
に
乞
伏
鮮
卑
が
高
平
に
移
住
し
た
の
も
、
鄧
艾
に
よ
る
鮮
卑
徙
住
に
続
い
た
と
考
え
れ
ば
辻
褄
が
合
う
。
ま
た
、
傅
玄
伝
の
Ｃ
で
、
鮮
卑
が
安
定
・
武
威
両
郡
に
逃
げ
込
む
と
い
う
の
は
、
武
威
か
ら
霊
州
を
通
り
、
高
平
川
を
南
下
し
て
安
定
へ
通
ず
る
交
通
ル
ー
ト
の
中
間
に
位
置
す
る
高
平
川
一
帯
に
鄧
艾
が
鮮
卑
を
徙
住
さ
せ
た
か
ら
で
あ
り）（1
（
、
だ
か
ら
こ
そ
、
傅
玄
の
上
疏
は
、
鄧
艾
が
徙
住
さ
せ
た
鮮
卑
対
策
と
し
て
、
高
平
川
地
域
へ
の
新
郡
設
置
と
徙
民
を
訴
え
た
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
曹
魏
王
朝
は
そ
れ
以
前
か
ら
高
平
に
北
方
遊
牧
民
を
徙
鄧
艾
の
鮮
卑
徙
住
を
め
ぐ
っ
て
四
三
住
さ
せ
て
い
た
。『
魏
志
』
巻
二
六
・
郭
淮
伝
に
、
正
始
元
年
（
二
四
〇
年
）
に
郭
淮
が
姜
維
を
討
っ
た
後
の
こ
と
と
し
て
、
涼
州
休
屠
胡
の
梁
元
碧
等
、
種
落
二
千
餘
家
を
率
い
て
雍
州
に
附
く
。
淮
、
奏
し
て
安
定
の
高
平
に
居
ら
し
む
る
を
請
い
、
民
の
保
障
と
爲
す
。
其
の
後
因
り
て
西
川
都
尉
を
置
く
。
と
あ
る
の
を
見
ら
れ
た
い
。
郭
淮
は
涼
州
休
屠
胡
の
梁
元
碧
の
種
落
二
千
余
家
を
高
平
に
徙
住
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
鄧
艾
も
同
様
に
鮮
卑
を
徙
住
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
郭
淮
伝
に
西
川
都
尉
が
高
平
に
設
置
さ
れ
た
と
あ
る
点
で
あ
る
。
厳
耕
望
氏
は
、
西
川
都
尉
と
は
属
国
都
尉
と
同
じ
く
「
降
胡
」
に
対
処
す
る
た
め
に
曹
魏
末
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、『
晋
書
』
傅
玄
伝
の
「
安
定
西
州
都
尉
」
も
「
安
定
西
川
都
尉
」
の
誤
り
と
し
て
お
ら
れ
る）（（
（
。
と
す
れ
ば
、
西
川
都
尉
の
設
置
過
程
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
い
が
、
恐
ら
く
鄧
艾
は
徙
住
さ
せ
た
鮮
卑
降
者
を
西
川
都
尉
に
管
理
さ
せ
た
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
西
晋
王
朝
成
立
後
に
そ
の
鮮
卑
が
「
患
」
を
な
す
と
い
う
の
で
、
傅
玄
は
西
川
都
尉
に
鮮
卑
対
策
の
一
環
と
し
て
実
辺
徙
民
を
行
う
よ
う
に
上
疏
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
鄧
艾
に
よ
る
鮮
卑
徙
住
地
は
高
平
周
辺
及
び
高
平
川
一
帯
で
、
そ
の
後
鮮
卑
降
者
は
高
平
の
西
川
都
尉
に
管
理
さ
れ
た
と
考
え
る
。
二
、
鄧
艾
の
護
東
羌
校
尉
就
任
と
司
馬
昭
へ
の
鮮
卑
降
附
そ
れ
で
は
次
に
、
鄧
艾
の
側
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
前
節
で
見
た
ご
と
く
、
鄧
艾
は
高
平
周
辺
及
び
高
平
川
一
帯
に
鮮
卑
を
徙
住
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
手
が
か
り
と
な
る
史
料
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ま
ず
、
鄧
艾
の
対
蜀
戦
線
赴
任
時
の
状
況
を
、
官
職
の
変
遷
を
た
ど
り
な
が
ら
見
て
み
よ
う
。
さ
て
、『
魏
志
』
巻
二
八
・
鄧
艾
伝
を
見
る
と
、
正
始
二
年
、
乃
ち
廣
漕
渠
を
開
き
、
…
…
（
中
略
）
…
…
、
艾
の
建
つ
る
所
な
り
。
參
征
西
軍
事
に
出
で
て
、
南
安
太
守
に
遷
る
。
嘉
平
元
年
、
征
西
將
軍
郭
淮
と
蜀
の
偏
將
軍
姜
維
を
拒
ぐ
。
…
…
（
中
略
）
…
…
、
爵
關
內
侯
を
賜
わ
り
、
討
寇
將
軍
を
加
う
。
後
に
城
陽
太
守
に
遷
る
。
と
あ
り
、
ま
ず
鄧
艾
は
、
正
始
二
年
（
二
四
一
年
）
以
降
嘉
平
元
年
（
二
四
九
年
）
頃
ま
で
、
参
征
西
軍
事
・
南
安
太
守
と
し
て
対
蜀
戦
線
に
赴
任
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
鮮
卑
と
の
関
連
を
示
す
史
料
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
の
後
、
鄧
艾
伝
に
は
、
其
の
年
、
徵
さ
れ
て
長
水
校
尉
を
拜
す
。
欽
等
を
破
り
し
の
功
を
以
て
、
進
み
て
方
城
鄕
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
行
安
西
將
軍
と
な
り
、
雍
州
刺
史
王
經
の
狄
道
に
圍
ま
る
る
を
解
き
、
姜
維
、
鍾
提
に
退
駐
す
。
乃
ち
艾
を
以
て
安
西
將
軍
と
爲
し
、
節
を
假
し
史
観
第
一
七
九
冊
四
四
て
、
護
東
羌
校
尉
を
領
せ
し
む
。
と
あ
る
。「
其
年
」
と
は
正
元
二
年
（
二
五
五
年
）
を
指
し
、
洮
西
で
敗
北
し
、
狄
道
で
姜
維
に
包
囲
さ
れ
た
王
経
救
援
の
た
め
、
鄧
艾
は
行
安
西
将
軍
と
し
て
対
蜀
戦
線
に
再
度
赴
任
し
、
景
元
四
年
（
二
六
三
年
）
の
伐
蜀
ま
で
こ
の
地
に
留
ま
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
正
元
二
年
の
動
き
に
つ
き
、『
魏
志
』
巻
四
・
高
貴
郷
公
紀
・
同
年
条
に
は
、
八
月
辛
亥
に
洮
西
の
敗
戦
が
あ
り
、
辛
未
に
行
安
西
将
軍
の
鄧
艾
が
陳
泰
と
共
に
姜
維
と
戦
い
、
九
月
甲
辰
に
姜
維
が
狄
道
か
ら
撤
退
し
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
同
年
一
一
月
癸
丑
の
詔
に
「
其
告
征
西
・
安
西
將
軍
…
」
と
あ
る
の
で）（（
（
、
こ
の
時
ま
で
に
鄧
艾
は
安
西
将
軍
に
昇
進
し
、
同
時
に
護
東
羌
校
尉
も
領
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
続
け
て
鄧
艾
伝
に
は
、
甘
露
元
年
（
二
五
六
年
）
の
詔
が
あ
り
、
段
谷
で
姜
維
を
破
っ
た
後
「
以
艾
爲
鎮
西
將
軍
・
都
督
隴
右
諸
軍
事
」
と
あ
り
、
甘
露
二
年
（
二
五
七
年
）
条
に
は
「
拒
姜
維
于
長
城
、
維
退
還
、
遷
征
西
將
軍
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
間
、
鄧
艾
は
行
安
西
将
軍
か
ら
征
西
将
軍
へ
と
昇
進
し
た
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
護
東
羌
校
尉
で
あ
る
。
漢
代
以
来
の
異
民
族
統
御
官
の
一
つ
で
あ
る
護
東
羌
校
尉
を
）
（（
（
、
鄧
艾
は
何
故
領
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
丁
樹
芳
氏
は
、
①
鄧
艾
が
領
し
た
の
は
、
曹
魏
・
西
晋
い
ず
れ
の
王
朝
で
も
設
置
さ
れ
た
東
羌
校
尉
で
あ
り
、
②
東
羌
校
尉
と
は
、
元
来
安
定
以
東
の
西
河
・
上
郡
・
北
地
に
居
住
し
て
い
た
東
羌
の
降
者
が
後
漢
後
半
期
に
天
水
・
南
安
郡
に
分
置
さ
れ
た
た
め
、
甘
露
元
年
の
段
谷
の
勝
利
の
後
、
上
邽
を
拠
点
と
し
た
鄧
艾
が
、
東
羌
や
氐
族
を
管
理
す
る
た
め
に
領
し
た
の
で
あ
り
、
③
曹
魏
時
代
の
東
羌
校
尉
は
、
蜀
漢
に
対
抗
す
る
た
め
、
東
羌
や
氐
族
か
ら
人
的
・
物
的
資
源
を
徴
発
す
る
役
割
を
担
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）（（
（
。
丁
氏
の
指
摘
の
う
ち
、
①
で
氏
が
東
羌
校
尉
と
解
す
る
点
は
今
詳
論
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
後
漢
以
来
の
「
護
」
＋
民
族
名
＋
校
尉
の
形
で
表
さ
れ
る
護
東
羌
校
尉
と
解
し
て
お
き
た
い
）
（（
（
。
ま
た
、
曹
魏
の
異
民
族
統
御
官
が
③
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
と
す
る
点
は
従
う
べ
き
見
解
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
②
で
鄧
艾
の
護
東
羌
校
尉
就
任
を
段
谷
の
戦
い
の
後
と
さ
れ
た
の
は
誤
り
で
、
前
に
見
た
ご
と
く
正
元
二
年
九
月
か
ら
一
一
月
と
す
る
の
が
正
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
羌
族
と
の
連
携
を
求
め
る
姜
維
は
）
（（
（
、
洮
水
流
域
の
鍾
提
に
留
ま
っ
て
お
り
、
天
水
・
南
安
両
郡
は
危
険
な
状
況
に
あ
っ
た
。
鄧
艾
は
両
郡
の
羌
・
氐
を
簡
単
に
は
統
御
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
護
東
羌
校
尉
設
置
の
目
的
を
両
郡
の
東
羌
・
氐
族
の
統
御
と
す
る
の
は
、
い
さ
さ
か
限
定
的
過
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
る
と
、
こ
こ
で
問
題
を
解
く
鍵
は
や
は
り
東
羌
で
あ
ろ
う
。
東
羌
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
先
学
が
そ
の
居
住
地
を
安
定
・
北
地
・
西
河
・
上
郡
と
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る）（（
（
。
護
東
羌
校
尉
と
は
、
こ
れ
ら
地
域
の
異
民
族
を
統
御
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
問
題
の
高
平
は
そ
の
安
定
郡
に
位
置
し
、
そ
鄧
艾
の
鮮
卑
徙
住
を
め
ぐ
っ
て
四
五
こ
か
ら
高
平
川
が
北
流
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
鄧
艾
が
護
東
羌
校
尉
を
領
し
た
の
は
、
鮮
卑
を
こ
の
地
域
に
徙
住
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
時
期
は
、
正
元
二
年
の
九
月
か
ら
一
一
月
の
間
か
、
そ
れ
か
ら
や
や
遅
れ
た
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
そ
う
す
る
と
、
何
故
護
鮮
卑
校
尉
で
は
な
か
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
三
崎
良
章
氏
は
、
鮮
卑
を
冠
す
る
異
民
族
統
御
官
が
後
漢
・
曹
魏
時
代
に
一
例
ず
つ
し
か
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
民
族
名
を
冠
す
る
異
民
族
統
御
官
は
そ
の
民
族
及
び
そ
の
周
辺
の
他
の
民
族
に
対
処
し
て
お
り
、
後
漢
時
代
に
は
護
烏
丸
校
尉
が
鮮
卑
を
管
理
し
た
例
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る）（（
（
。
と
す
れ
ば
、
東
羌
の
居
住
地
に
徙
住
さ
れ
た
鮮
卑
を
護
東
羌
校
尉
が
統
御
す
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
。
あ
る
い
は
、
趙
向
群
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
鮮
卑
が
当
時
「
羌
胡
」・「
羌
夷
」・「
羌
虜
」
と
も
呼
ば
れ
た
と
す
れ
ば
）
（（
（
、
東
羌
に
属
す
る
と
み
な
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
渭
水
流
域
の
天
水
郡
上
邽
に
出
鎮
し
た
鄧
艾
が
、
六
盤
山
一
帯
を
越
え
て
、
安
定
郡
の
高
平
周
辺
へ
の
鮮
卑
徙
住
に
対
応
で
き
た
か
も
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
松
田
壽
男
氏
は
上
邽
か
ら
長
安
に
至
る
幹
線
ル
ー
ト
と
は
、
上
邽
か
ら
東
北
行
し
て
「
隴
坻
」
す
な
わ
ち
小
隴
山
を
越
え
て
汧
水
流
域
に
達
し
て
お
り
、
ま
た
六
盤
山
（
大
隴
山
）
の
南
側
に
は
涇
水
の
上
源
部
か
ら
西
に
向
か
う
要
路
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）（1
（
。
汧
水
上
流
の
汧
県
か
ら
北
上
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
涇
水
流
域
の
安
定
郡
に
達
し
、
一
方
涇
水
の
上
源
部
か
ら
西
行
す
る
と
、
瓦
亭
水
の
上
流
に
至
る
が
、
瓦
亭
水
を
下
れ
ば
上
邽
に
達
す
る
）
（（
（
。
つ
ま
り
、
渭
水
流
域
の
上
邽
と
涇
水
流
域
の
安
定
郡
及
び
高
平
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
上
邽
の
鄧
艾
が
高
平
を
管
理
す
る
の
は
、
歴
史
地
理
的
に
は
当
然
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
鄧
艾
は
正
元
二
年
八
月
に
対
蜀
戦
線
に
赴
任
し
て
以
降
、
護
東
羌
校
尉
に
就
任
す
る
ま
で
、
姜
維
と
の
戦
闘
に
明
け
暮
れ
て
お
り
、
こ
の
間
鮮
卑
と
積
極
的
に
接
触
し
、
徙
住
を
促
し
た
と
は
到
底
考
え
難
い
。
鮮
卑
は
正
元
二
年
以
前
に
降
附
し
て
い
た
が
、
曹
魏
王
朝
の
対
応
が
遅
れ
、
姜
維
の
撤
退
後
、
改
め
て
鄧
艾
に
対
処
さ
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
で
は
、
い
つ
鮮
卑
は
降
附
し
た
の
か
。
そ
こ
で
、
正
元
二
年
直
前
の
西
北
情
勢
を
見
る
と
、
嘉
平
五
年
（
二
五
三
年
。
蜀
漢
・
延
熙
一
六
年
）
に
蜀
漢
の
軍
事
上
の
実
権
を
握
っ
た
姜
維
は
、
南
安
（
一
説
に
は
狄
道
）
を
包
囲
し
、
翌
六
年
（
二
五
四
年
。
蜀
漢
・
延
熙
一
七
年
）
に
は
狄
道
長
の
投
降
を
契
機
に
襄
武
を
包
囲
し
）
（（
（
、
曹
魏
・
蜀
漢
の
抗
争
は
激
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
私
は
前
稿
で
、『
晋
書
』
巻
二
・
文
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
司
馬
昭
は
嘉
平
六
年
に
霊
州
に
遠
征
し
、
同
・
景
元
四
年
冬
一
〇
月
条
所
引
の
阮
籍
の
勧
進
文
に
、
司
馬
昭
の
功
績
と
し
て
、
前
に
明
公
西
の
か
た
靈
州
を
征
し
、
北
の
か
た
沙
漠
に
臨
み
、
榆
中
以
西
は
、
風
に
望
み
て
震
服
し
、
羌
戎
來
馳
し
、
迴
首
し
て
內
に
向
か
う
。
史
観
第
一
七
九
冊
四
六
と
あ
り
、
さ
ら
に
『
文
選
』
巻
四
〇
・
牋
・
阮
籍
「
為
鄭
沖
勧
晋
王
牋
」
の
李
善
注
に
、
王
隱
晉
書
文
紀
に
曰
く
、
姜
維
隴
右
に
出
づ
れ
ば
、
上
、
輕
兵
を
帥
い
て
、
靈
州
に
到
り
、
大
い
に
之
を
破
り
、
諸
虜
震
服 
す
と
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
嘉
平
六
年
に
姜
維
は
さ
ら
に
霊
州
ま
で
侵
攻
し
た
が
、
司
馬
昭
に
敗
れ
、
姜
維
に
従
っ
た
「
諸
虜
」
は
司
馬
昭
に
投
降
し
、
楡
中
（
現
在
の
蘭
州
市
楡
中
県
）
以
西
の
曹
魏
涼
州
の
支
配
が
安
定
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た）（（
（
。
だ
が
、
勧
進
文
の
傍
線
部
に
再
度
注
目
す
る
と
、
こ
の
時
司
馬
昭
に
投
降
し
た
「
羌
戎
」
は
、
姜
維
に
従
っ
た
者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
な
い
か）（（
（
。
寒
冷
化
の
進
む
三
世
紀
に
）
（（
（
、
塞
外
や
北
方
の
遊
牧
系
民
族
は
、
南
方
に
牧
地
を
求
め
、
中
華
王
朝
と
の
交
易
を
考
え
て
い
た
。
時
あ
た
か
も
、『
魏
書
』
巻
一
・
序
紀
に
は
、
聘
問
交
市
し
、
往
來
絕
え
ず
、
魏
人
の
金
帛
繒
絮
を
奉
遺
す
る
こ
と
、
歲
ご
と
に
萬
を
以
て
計
う
。
と
あ
り
、
東
方
で
は
鮮
卑
と
曹
魏
の
活
発
な
交
易
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
司
馬
昭
の
姜
維
に
対
す
る
勝
利
を
伝
え
聞
い
た
多
く
の
異
民
族
が
、
曹
魏
王
朝
の
有
力
者
の
下
に
集
ま
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
問
題
の
鮮
卑
が
曹
魏
王
朝
に
降
附
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
司
馬
昭
が
姜
維
を
破
っ
た
霊
州
が
、
北
は
モ
ン
ゴ
リ
ア
及
び
漠
南
路
を
経
由
し
て
満
州
へ
通
じ
、
東
は
オ
ル
ド
ス
、
西
は
河
西
通
廊
、
南
は
長
安
に
通
じ
る
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば）（（
（
、
鮮
卑
が
い
ず
れ
の
地
域
に
居
た
と
し
て
も
降
附
し
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
姜
維
を
破
っ
た
司
馬
昭
が
、
諸
葛
亮
と
同
盟
し
た
こ
と
も
あ
る
鮮
卑
を
放
置
す
る
は
ず
が
な
い）（（
（
。
姜
維
は
長
安
へ
の
侵
攻
ル
ー
ト
の
確
保
と
、
并
州
の
南
匈
奴
と
の
提
携
を
狙
っ
て
霊
州
に
進
出
し
た
の
だ
か
ら）（（
（
、
司
馬
昭
は
鮮
卑
の
降
者
を
姜
維
の
侵
攻
ル
ー
ト
に
徙
住
さ
せ
て
、
曹
魏
王
朝
防
衛
の
役
割
を
担
わ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
霊
州
か
ら
高
平
に
か
け
て
は
、
姜
維
の
侵
攻
ル
ー
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
鮮
卑
が
曹
魏
王
朝
に
降
附
し
た
の
は
、
嘉
平
六
年
の
司
馬
昭
に
よ
る
霊
州
遠
征
の
際
で
あ
り
、
鮮
卑
徙
住
の
張
本
人
は
司
馬
昭
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
司
馬
昭
は
こ
の
直
後
に
洛
陽
に
戻
り
、
九
月
に
は
司
馬
師
に
よ
る
斉
王
芳
の
廃
位
に
立
ち
会
っ
た
で
あ
ろ
う）（（
（
。
そ
し
て
、
一
〇
月
高
貴
郷
公
が
即
位
し
、
正
元
に
改
元
さ
れ
た
が
、
翌
正
元
二
年
正
月
に
は
毌
丘
儉
・
文
欽
が
反
乱
を
起
こ
し
た
。
反
乱
は
鎮
圧
さ
れ
た
も
の
の
、
乱
後
に
司
馬
師
が
病
没
し
、
代
わ
っ
て
司
馬
昭
が
自
ら
曹
魏
王
朝
の
実
権
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
情
勢
が
変
化
す
る
中
、
鮮
卑
へ
の
対
応
は
遅
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
八
月
姜
維
が
洮
西
で
王
経
を
破
り
狄
道
が
包
囲
さ
れ
る
と
、
鄧
艾
が
行
安
西
将
軍
と
し
て
対
蜀
戦
線
に
向
か
い
、
九
月
姜
維
が
撤
退
す
る
と
、
司
馬
昭
は
鄧
艾
を
護
東
羌
校
尉
に
任
命
し
、
鮮
卑
へ
の
対
応
を
任
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
鄧
鄧
艾
の
鮮
卑
徙
住
を
め
ぐ
っ
て
四
七
艾
は
、
司
馬
昭
の
指
示
に
従
っ
て
高
平
周
辺
及
び
高
平
川
一
帯
に
鮮
卑
を
徙
住
さ
せ
、
西
川
都
尉
に
管
理
さ
せ
た
。
こ
れ
が
鄧
艾
に
よ
る
鮮
卑
徙
住
の
真
相
で
あ
る
。
三
、
洮
西
の
敗
戦
と
鄧
艾
に
よ
る
鮮
卑
兵
徴
発
前
節
で
見
た
通
り
、『
晋
書
』
巻
四
七
・
傅
玄
伝
に
記
さ
れ
た
鄧
艾
に
よ
る
鮮
卑
徙
住
と
は
、
嘉
平
六
年
（
二
五
四
年
）
の
司
馬
昭
に
よ
る
霊
州
遠
征
の
際
に
降
附
し
た
鮮
卑
を
、
鄧
艾
が
司
馬
昭
の
意
向
に
従
っ
て
高
平
周
辺
に
徙
住
さ
せ
た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
元
来
鄧
艾
は
漢
人
と
異
民
族
の
雑
居
に
反
対
し
て
い
た
。
ま
た
、
か
な
り
頑
固
な
人
物
で
、『
晋
書
』
巻
二
・
文
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
司
馬
昭
の
伐
蜀
に
も
最
初
は
異
議
を
唱
え
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
鄧
艾
の
側
に
も
、
司
馬
昭
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
傅
玄
の
上
疏
は
、
そ
の
こ
と
を
「
一
時
之
利
」
と
表
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
王
仲
犖
氏
が
、
鄧
艾
は
蜀
漢
を
滅
ぼ
す
た
め
に
鮮
卑
数
万
を
「
雍
・
涼
之
間
」
に
招
き
入
れ
、
異
民
族
を
含
む
部
隊
を
編
成
し
た
と
さ
れ
た
点
で
あ
る）（1
（
。
確
か
に
後
漢
後
半
期
以
降
、
西
北
地
域
の
群
雄
は
異
民
族
を
兵
士
と
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
曹
魏
王
朝
成
立
後
も
同
様
で
あ
っ
た）（（
（
。
実
は
、
景
元
四
年
（
二
六
三
年
）
の
曹
魏
王
朝
の
伐
蜀
軍
に
も
多
く
の
異
民
族
が
兵
士
と
し
て
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。『
晋
書
』
巻
四
八
・
段
灼
伝
に
は
、
段
灼
の
武
帝
へ
の
上
疏
と
し
て
、
又
陳
べ
て
曰
く
、
昔
蜀
を
伐
つ
に
、
涼
州
の
兵
馬
・
羌
胡
健
兒
を
募
取
し
、
許
う
に
重
報
を
以
て
し
、
五
千
餘
人
、
艾
に
隨
い
て
賊
を
討
ち
、
功
皆
第
一
な
り
。
而
れ
ど
も
乙
亥
詔
書
に
、
州
郡
の
將
督
、
中
外
軍
と
同
な
ら
ざ
れ
ば
、
上
功
に
在
り
と
雖
も
、
應
に
封
ぜ
ら
る
べ
き
者
無
し
と
。
唯
だ
金
城
太
守
楊
欣
の
領
せ
し
所
の
兵
の
み
、
江
由
に
逼
る
の
勢
を
以
て
、
封
ぜ
ら
れ
し
者
三
十
人
を
得
た
り
。
金
城
自
り
以
西
、
欣
の
部
に
在
る
に
非
ざ
れ
ば
、
一
人
の
封
ぜ
ら
れ
し
者
も
無
し
。
苟
く
も
中
軍
の
例
に
在
れ
ば
、
下
功
と
雖
も
必
ず
侯
た
り
。
如
し
州
郡
に
在
れ
ば
、
功
高
し
と
雖
も
封
ぜ
ら
れ
ず
。
と
あ
り
、
金
城
以
西
か
ら
「
羌
胡
健
兒
」
五
千
余
人
が
従
軍
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
上
奏
で
、
段
灼
は
彼
ら
に
対
す
る
恩
賞
の
不
公
平
を
糾
弾
し
て
お
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
趙
向
群
氏
は
中
央
軍
と
地
方
軍
の
区
別
を
口
実
に
し
た
民
族
差
別
を
）
（（
（
、
仇
鹿
鳴
氏
は
司
馬
氏
を
中
心
と
す
る
集
団
で
生
じ
た
鍾
会
ら
「
功
臣
子
弟
」
と
鄧
艾
ら
「
出
身
低
微
的
事
功
型
的
官
員
」
の
対
立
・
矛
盾
を
）
（（
（
、
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
『
魏
志
』
巻
二
八
・
鍾
会
伝
に
は
「（
景
元
）
四
年
秋
、
乃
下
詔
使
鄧
艾
・
諸
葛
緒
各
統
諸
軍
三
萬
餘
人
」
と
あ
る
か
ら
、
鄧
艾
率
い
る
伐
蜀
軍
に
は
、
金
城
以
西
の
「
羌
胡
健
児
」
だ
け
で
も
五
千
人
余
り
が
加
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
史
観
第
一
七
九
冊
四
八
も
っ
と
も
、
金
城
以
西
で
の
異
民
族
徴
発
の
実
情
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
前
節
で
述
べ
た
ご
と
く
、
嘉
平
六
年
に
霊
州
で
姜
維
を
破
っ
た
司
馬
昭
に
金
城
以
西
の
異
民
族
が
大
挙
し
て
降
附
し
、
曹
魏
の
涼
州
支
配
が
確
立
し
た
こ
と
が
異
民
族
徴
発
の
重
要
な
契
機
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
の
翌
正
元
二
年
（
二
五
五
年
）
八
月
洮
西
の
戦
い
の
後
、
鄧
艾
が
陳
泰
と
共
に
狄
道
を
包
囲
す
る
姜
維
と
戦
っ
た
時
の
こ
と
と
し
て
、『
魏
志
』
巻
二
二
・
陳
泰
伝
に
「
維
乃
緣
山
突
至
、
泰
與
交
戰
、
維
退
還
。
涼
州
軍
從
金
城
南
、
至
沃
干
阪
。」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
涼
州
軍
」
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
涼
州
軍
」
と
は
曹
魏
涼
州
の
州
郡
兵
が
構
成
す
る
軍
団
だ
が
、『
三
国
志
』
で
は
陳
泰
伝
の
洮
西
の
戦
い
に
関
連
す
る
箇
所
に
二
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る）（（
（
。
司
馬
昭
に
降
附
し
た
異
民
族
が
「
涼
州
軍
」
に
加
わ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
鄧
艾
が
対
蜀
戦
線
に
二
度
目
に
赴
任
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
嘉
平
元
年
（
二
四
九
年
）
頃
南
安
太
守
か
ら
城
陽
太
守
に
遷
り
、
嘉
平
年
間
に
漢
人
と
異
民
族
の
雑
居
に
反
対
す
る
上
奏
を
司
馬
師
に
対
し
て
行
っ
た
鄧
艾
は
、
再
度
対
蜀
戦
線
に
赴
任
し
て
か
ら
翻
意
し
て
異
民
族
の
徙
住
を
認
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
私
は
、
鄧
艾
が
対
蜀
戦
線
に
赴
任
す
る
契
機
と
な
っ
た
洮
西
の
戦
い
も
、
実
は
鮮
卑
徙
住
と
鮮
卑
兵
徴
発
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
前
節
で
も
見
た
ご
と
く
、
こ
の
戦
い
は
、
正
元
二
年
八
月
辛
亥
に
雍
州
刺
史
王
経
が
陳
泰
の
指
示
を
無
視
し
て
洮
水
の
西
で
姜
維
と
戦
っ
て
大
敗
し
た
も
の
で）（（
（
、『
魏
志
』
巻
四
・
高
貴
郷
公
紀
・
同
年
冬
一
〇
月
条
に
は
、
冬
十
月
、
詔
し
て
曰
く
、「
朕
寡
德
を
以
て
、
寇
虐
を
式
遏
す
る
能
わ
ざ
れ
ば
、
乃
ち
蜀
賊
を
し
て
邊
陲
を
陸
梁
せ
し
む
。
洮
西
の
戰
い
、
負
敗
を
取
る
に
至
り
、
將
士
の
死
亡
、
計
る
に
千
を
以
て
數
え
、
或
い
は
戰
場
に
沒
命
し
、
寃
魂
反
ら
ず
、
或
い
は
虜
手
に
牽
掣
さ
れ
、
異
域
に
流
離
す
。
吾
深
く
痛
愍
し
、
之
が
爲
に
悼
心
す
。
其
れ
所
在
の
郡
・
典
農
及
び
安
撫
夷
二
護
軍
各
部
の
大
吏
を
し
て
其
の
門
戶
を
慰
卹
せ
し
め
、
賦
役
一
年
を
差
す
る
こ
と
無
か
れ
。
其
れ
力
戰
し
て
事
に
死
せ
る
者
、
皆
舊
科
の
如
く
し
、
漏
る
る
所
有
る
勿
か
れ
」
と
。
と
曹
魏
側
の
惨
敗
が
記
さ
れ
て
お
り
、
一
一
月
甲
午
条
に
は
、
連
年
蜀
漢
が
侵
攻
し
た
「
隴
右
四
郡
及
金
城
」
に
特
赦
が
行
わ
れ
た
と
あ
り
、
癸
丑
条
に
は
、
征
西
将
軍
陳
泰
と
安
西
将
軍
鄧
艾
に
戦
死
者
の
遺
体
捜
索
と
収
容
埋
葬
を
命
ず
る
詔
が
出
さ
れ
た
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
冬
一
〇
月
の
詔
の
傍
線
部
に
つ
い
て
、
か
つ
て
藤
家
禮
之
助
氏
は
、「
郡
」・「
典
農
」・「
安
撫
夷
二
護
軍
」
を
並
列
し
て
解
釈
さ
れ
、
戦
死
者
に
典
農
部
民
が
含
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
曹
魏
の
典
農
部
屯
田
民
に
兵
役
の
負
担
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
さ
れ
た）（（
（
。
す
る
と
、
こ
の
「
郡
」
と
は
恐
ら
く
雍
州
の
長
安
周
辺
の
京
兆
・
馮
翊
・
扶
風
諸
郡
を
、「
典
農
」
と
は
長
安
典
農
部
屯
田
を
）
（（
（
、「
安
撫
夷
鄧
艾
の
鮮
卑
徙
住
を
め
ぐ
っ
て
四
九
二
護
軍
」
と
は
、
建
安
一
六
年
（
二
一
一
年
）
の
馬
超
の
乱
の
際
に
投
降
し
た
氐
王
阿
貴
と
千
万
の
部
衆
を
統
治
す
る
た
め
に
扶
風
郡
美
陽
県
（
陝
西
省
武
功
県
西
北
）
と
雲
陽
県
（
同
涇
陽
県
北
）
に
設
置
さ
れ
た
安
夷
護
軍
・
撫
夷
護
軍
を
指
し
）
（（
（
、
王
経
率
い
る
曹
魏
軍
は
、
雍
州
刺
史
の
治
所
長
安
周
辺
か
ら
徴
発
さ
れ
た
州
郡
兵
・
典
農
部
民
・
異
民
族
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
一
方
山
口
正
晃
氏
は
、
曹
魏
王
朝
の
都
督
と
は
、
対
蜀
・
対
呉
戦
線
の
各
所
に
駐
屯
す
る
地
方
常
備
軍
を
督
察
・
指
揮
す
る
た
め
に
、
外
軍
を
率
い
て
そ
の
上
位
に
据
え
ら
れ
た
高
位
の
将
軍
で
あ
っ
た
が
、
地
方
常
備
軍
の
大
半
は
州
郡
兵
だ
っ
た
と
し
て
お
ら
れ
る）（（
（
。
と
す
る
と
、『
魏
志
』
陳
泰
伝
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
対
蜀
戦
線
に
は
征
西
将
軍
・
假
節
都
督
雍
・
涼
諸
軍
事
の
陳
泰
の
他
、
鄧
艾
・
胡
奮
・
王
祕
ら
の
将
軍
が
い
た
が
、
彼
ら
は
外
軍
を
率
い
て
お
り
、
対
蜀
戦
線
の
中
心
は
雍
州
刺
史
王
経
の
軍
団
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
多
大
な
損
害
を
被
っ
た
と
す
れ
ば
、
曹
魏
王
朝
は
長
安
一
帯
の
徴
兵
基
盤
を
失
っ
た
ば
か
り
か
、
雍
州
刺
史
が
長
安
か
ら
蜀
漢
軍
を
長
駆
迎
撃
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
正
元
二
年
八
月
に
対
蜀
戦
線
に
赴
任
し
た
鄧
艾
は
、
洮
西
の
敗
戦
後
新
た
な
徴
兵
基
盤
を
捜
す
一
方
、
涼
州
か
ら
出
陣
し
た
異
民
族
兵
士
の
存
在
も
目
の
当
た
り
に
し
た
に
違
い
な
い
。
ち
な
み
に
、『
魏
志
』
鄧
艾
伝
に
は
、
狄
道
か
ら
姜
維
が
撤
退
し
た
直
後
の
鄧
艾
の
言
葉
と
し
て
、「
洮
西
之
敗
、
非
小
失
也
。
破
軍
殺
將
、
倉
廩
空
虛
、
百
姓
流
離
、
幾
於
危
亡
。」
と
あ
り
、
誠
に
兵
士
不
足
は
深
刻
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
鄧
艾
は
、
異
民
族
を
徙
住
さ
せ
て
徴
兵
基
盤
と
し
て
利
用
す
る
の
も
や
む
な
し
と
考
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
鄧
艾
が
司
馬
昭
か
ら
護
東
羌
校
尉
に
任
命
さ
れ
、
鮮
卑
の
徙
住
を
託
さ
れ
た
の
は
、
洮
西
の
敗
戦
後
、
姜
維
に
よ
る
包
囲
か
ら
狄
道
を
解
放
し
た
正
元
二
年
九
月
以
降
で
あ
っ
た
。
鄧
艾
は
司
馬
昭
の
意
向
に
従
っ
て
鮮
卑
を
徙
住
さ
せ
、
兵
士
と
し
て
徴
発
し
た
に
違
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
曹
魏
王
朝
も
こ
の
よ
う
な
状
況
を
放
置
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
護
東
羌
校
尉
に
就
任
し
て
か
ら
一
年
も
経
た
な
い
甘
露
元
年
（
二
五
六
年
）
七
月
、
段
谷
の
戦
い
で
姜
維
率
い
る
蜀
漢
軍
に
大
勝
利
を
収
め
た
鄧
艾
は
）
（1
（
、
鎮
西
将
軍
・
都
督
隴
右
諸
軍
事
に
昇
進
し
た
。
こ
の
結
果
、
従
来
の
都
督
雍
・
涼
諸
軍
事
の
管
轄
か
ら
隴
右
が
独
立
し
て
、
鄧
艾
は
隴
右
の
諸
軍
を
督
察
・
指
揮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
隴
右
と
は
、『
魏
志
』
高
貴
郷
公
紀
・
正
元
二
年
一
一
月
甲
午
条
の
詔
に
「
隴
右
四
郡
及
金
城
」
と
あ
る
五
郡
、
す
な
わ
ち
隴
西
・
南
安
・
天
水
・
広
魏
・
金
城
郡
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
「
隴
右
四
郡
及
金
城
」
が
鄧
艾
に
と
っ
て
州
郡
兵
の
徴
兵
基
盤
と
な
っ
た
の
と
同
時
に
、『
魏
志
』
鄧
艾
伝
に
、
（
景
元
）
四
年
秋
、
詔
し
て
諸
軍
を
し
て
蜀
を
征
せ
し
む
。
大
將
軍
司
馬
文
王
、
皆
節
度
を
指
授
し
、
艾
を
し
て
維
と
相
い
綴
史
観
第
一
七
九
冊
五
〇
連
せ
し
め
、
雍
州
刺
史
諸
葛
緒
を
し
て
維
を
要
め
し
め
、
歸
る
を
得
ざ
ら
し
む
。
艾
、
天
水
太
守
王
頎
等
を
遣
わ
し
て
直
ち
に
維
の
營
を
攻
め
し
め
、
隴
西
太
守
牽
弘
等
を
し
て
其
の
前
に
邀
え
し
め
、
金
城
太
守
楊
欣
等
を
し
て
甘
松
に
詣
ら
し
む
。
と
あ
る
、
後
の
鄧
艾
率
い
る
伐
蜀
軍
の
構
成
が
確
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
に
見
た
通
り
、「
隴
右
四
郡
及
金
城
」
も
蜀
漢
・
姜
維
の
攻
撃
で
被
害
を
受
け
て
お
り
、
州
郡
兵
の
徴
発
は
困
難
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
や
は
り
、
鄧
艾
は
異
民
族
を
徴
発
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
結
果
徴
発
さ
れ
た
の
が
、
金
城
以
西
の
「
羌
胡
健
児
」
で
あ
り
、
高
平
の
鮮
卑
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
残
念
な
が
ら
鮮
卑
の
徴
発
を
直
接
示
す
史
料
は
見
つ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
金
城
以
東
で
も
異
民
族
が
従
軍
し
た
例
と
し
て
、『
魏
書
』
巻
九
五
・
羌
姚
萇
列
伝
に
は
、
羌
姚
萇
、
字
は
景
茂
、
南
安
赤
亭
よ
り
出
で
て
、
燒
當
の
後
な
り
。
祖
柯
回
、
魏
の
將
に
姜
維
を
沓
中
に
絆
が
ん
と
す
る
を
助
け
、
功
を
以
て
綏
戎
校
尉
・
西
羌
都
督
を
假
さ
る
。
と
あ
り
、
後
秦
の
建
国
者
で
羌
族
出
身
の
姚
萇
の
祖
先
は
、
曹
魏
の
伐
蜀
軍
に
加
わ
っ
た
と
あ
る）（（
（
。
こ
の
史
料
は
後
世
の
も
の
だ
が
、
当
時
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
鮮
卑
兵
の
徴
発
も
十
分
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
鮮
卑
を
管
理
し
た
と
考
え
ら
れ
る
西
川
都
尉
に
つ
き
、
厳
耕
望
氏
は
漢
代
の
属
国
都
尉
制
と
類
似
し
た
も
の
と
解
さ
れ
た
が）（（
（
、
熊
谷
滋
三
氏
は
漢
代
の
属
国
は
極
め
て
軍
事
的
色
彩
の
強
い
も
の
で
、
投
降
異
民
族
を
兵
士
と
し
て
プ
ー
ル
し
て
お
き
、
状
況
に
応
じ
た
動
員
を
可
能
に
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
お
ら
れ
る）（（
（
。
と
す
れ
ば
、
西
川
都
尉
に
管
理
さ
せ
た
こ
と
自
体
、
鮮
卑
兵
の
徴
発
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。
結
　
び
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
一
、『
晋
書
』
傅
玄
伝
の
傅
玄
の
上
疏
に
見
ら
れ
る
鄧
艾
に
よ
る
鮮
卑
の
徙
住
策
に
つ
い
て
、
そ
の
徙
住
地
を
『
資
治
通
鑑
』
は
「
雍
・
涼
之
間
」
と
し
、
ま
た
『
晋
書
』
禿
髪
烏
孤
載
記
に
記
さ
れ
る
四
至
の
地
を
徙
住
地
と
す
る
立
場
が
あ
る
が
、
鮮
卑
が
徙
住
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
安
定
郡
の
北
方
高
平
周
辺
か
ら
高
平
川
一
帯
で
あ
り
、
鄧
艾
は
西
川
都
尉
に
よ
っ
て
こ
れ
を
管
理
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
、
同
じ
く
傅
玄
の
上
疏
は
、
鄧
艾
が
後
患
を
慮
ら
ず
に
鮮
卑
を
徙
住
し
た
と
非
難
し
て
い
る
が
、
実
は
嘉
平
六
年
（
二
五
四
年
）
に
霊
州
で
姜
維
を
破
っ
た
司
馬
昭
の
下
に
、
鮮
卑
は
降
附
し
た
の
で
あ
り
、
司
馬
昭
は
鮮
卑
の
降
者
を
霊
州
か
ら
高
平
に
か
け
て
の
姜
維
の
侵
攻
ル
ー
ト
に
徙
住
さ
せ
て
、
曹
魏
王
朝
の
防
衛
の
役
割
を
担
わ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
三
、
し
か
し
、
直
後
の
斉
王
芳
の
廃
位
か
ら
翌
正
元
二
年
（
二
五
五
年
）
の
司
馬
師
の
死
去
と
自
身
に
よ
る
曹
魏
王
朝
の
実
権
掌
握
と
鄧
艾
の
鮮
卑
徙
住
を
め
ぐ
っ
て
五
一
情
勢
が
変
化
す
る
中
で
、
鮮
卑
へ
の
対
応
が
遅
れ
た
司
馬
昭
は
、
同
年
八
月
の
洮
西
の
敗
戦
後
に
対
蜀
戦
線
に
派
遣
し
た
鄧
艾
が
姜
維
を
狄
道
か
ら
撤
退
さ
せ
た
の
を
見
て
、
護
東
羌
校
尉
に
任
命
し
て
、
鮮
卑
の
徙
住
に
当
た
ら
せ
た
。
鮮
卑
徙
住
の
張
本
人
は
司
馬
昭
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
四
、
一
方
鄧
艾
は
、
元
来
漢
人
と
異
民
族
の
雑
居
に
は
反
対
で
あ
っ
た
が
、
対
蜀
戦
線
赴
任
後
、
洮
西
の
敗
戦
で
曹
魏
軍
が
壊
滅
し
て
兵
力
不
足
が
発
生
す
る
一
方
、
司
馬
昭
の
霊
州
遠
征
以
降
、
異
民
族
が
兵
士
と
し
て
徴
発
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
翻
意
し
て
司
馬
昭
の
命
に
従
い
、
高
平
周
辺
か
ら
高
平
川
一
帯
に
鮮
卑
を
徙
住
さ
せ
、
そ
の
鮮
卑
を
兵
士
と
し
て
徴
発
し
、
蜀
漢
・
姜
維
に
対
抗
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
五
、
こ
の
結
果
、
翌
甘
露
元
年
（
二
五
六
年
）
に
段
谷
の
戦
い
で
姜
維
に
対
し
て
大
勝
利
を
収
め
た
鄧
艾
は
、
鎮
西
将
軍
・
都
督
隴
右
諸
軍
事
に
昇
進
し
て
、
隴
右
四
郡
と
金
城
郡
の
軍
事
権
を
掌
握
し
、
こ
こ
に
景
元
四
年
（
二
六
三
年
）
の
伐
蜀
の
際
の
鄧
艾
軍
の
編
成
が
確
立
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
当
然
こ
の
鮮
卑
兵
や
金
城
以
西
か
ら
徴
発
さ
れ
た
「
羌
胡
健
児
」
な
ど
の
異
民
族
が
含
ま
れ
る
こ
と
に 
な
っ
た
。
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
一
般
に
西
晋
王
朝
は
異
民
族
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
関
係
は
武
帝
司
馬
炎
で
は
な
く
、
す
で
に
そ
の
父
司
馬
昭
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
曹
魏
後
半
期
に
見
ら
れ
る
司
馬
昭
と
異
民
族
の
提
携
は
、
結
果
的
に
鄧
艾
の
伐
蜀
軍
に
多
く
の
異
民
族
が
兵
士
と
し
て
参
加
す
る
契
機
を
作
っ
た
の
で
あ
り
、
伐
蜀
と
そ
の
後
の
魏
晋
禅
譲
成
功
の
一
因
と
な
っ
た
と
言
え
る
。
と
す
れ
ば
、
司
馬
昭
が
異
民
族
と
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た
背
景
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
父
司
馬
懿
、
兄
司
馬
師
が
そ
れ
ぞ
れ
異
民
族
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
た
の
か
、
ま
た
持
た
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
別
に
ど
の
よ
う
な
政
策
を
採
っ
た
の
か
を
検
討
し
、
司
馬
昭
の
場
合
と
比
較
す
る
こ
と
は
、
成
立
過
程
か
ら
西
晋
王
朝
の
性
格
を
解
明
し
、
同
時
に
曹
氏
が
で
き
な
か
っ
た
中
国
統
一
を
、
司
馬
氏
が
三
代
か
け
て
達
成
で
き
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
そ
し
て
最
後
に
問
題
と
な
る
の
は
、
傅
玄
が
上
疏
の
中
で
鮮
卑
徙
住
の
張
本
人
を
鄧
艾
と
言
い
、
司
馬
昭
と
言
わ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
確
か
に
、
実
際
に
鮮
卑
の
徙
住
に
携
わ
っ
た
の
は
鄧
艾
だ
が
、
降
附
し
た
鮮
卑
の
徙
住
を
発
案
し
た
の
は
司
馬
昭
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
晋
・
泰
始
年
間
に
「
患
」
を
な
す
鮮
卑
が
、
現
皇
帝
武
帝
の
父
司
馬
昭
の
発
案
で
徙
住
さ
れ
た
と
は
口
が
裂
け
て
も
言
え
な
い
。
そ
こ
で
傅
玄
は
鄧
艾
に
す
べ
て
の
責
任
を
負
わ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
冒
頭
に
触
れ
た
ご
と
く
、
武
帝
が
鄧
艾
を
「
大
辟
」
と
し
て
許
さ
な
か
っ
た
の
も
、
鄧
艾
に
濡
れ
衣
を
着
せ
る
た
め
で
も
あ
っ
た
史
観
第
一
七
九
冊
五
二
の
で
は
な
い
か
。
ち
な
み
に
『
魏
志
』
鄧
艾
伝
に
よ
れ
ば
、
泰
始
九
年
（
二
七
三
年
）
に
や
っ
と
鄧
艾
の
嫡
孫
・
朗
が
郎
中
に
任
用
さ
れ
た
。
泰
始
六
年
（
二
七
〇
年
）
に
発
生
し
た
禿
髪
樹
機
能
の
反
乱
が
激
化
し
た
時
期
で
あ
る
。
反
乱
鎮
圧
が
問
題
と
な
り
、
鮮
卑
徙
住
の
張
本
人
を
誰
も
議
論
し
な
く
な
っ
た
頃
、
武
帝
は
鄧
艾
の
子
孫
を
許
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
註（（
） 
『
晋
書
』
巻
三
六
・
衛
瓘
伝
。
（
（
） 
『
晋
書
』
巻
三
・
武
帝
紀
、
同
巻
一
二
六
・
禿
髪
烏
孤
載
記
。
禿
髪
樹
機
能
の
反
乱
に
つ
い
て
は
、
祝
総
斌
「
評
晋
武
帝
的
民
族
政
策
─
兼
論
匈
奴
劉
猛
・
鮮
卑
樹
機
能
反
晋
之
性
質
」（
中
国
魏
晋
南
北
朝
史
学
会
編
『
魏
晋
南
北
朝
史
研
究
』、
四
川
省
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
所
収
）、
山
口
洋
「
西
晋
時
代
の
秦
州
─
武
帝
期
に
お
け
る
河
西
鮮
卑
対
策
」（『
中
央
大
学
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
二
三
号
、
一
九
九
九
年
）、
趙
向
群
『
五
涼
史
探
』（
甘
肅
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
二
〇
二
頁
～
二
一
〇
頁
等
を
参
照
。
（
（
） 
趙
氏
註
（
（
）
前
掲
書
三
二
頁
～
三
五
頁
（
（
） 
山
口
氏
註
（
（
）
前
掲
論
文
参
照
。
（
（
） 
拙
稿
「
鄧
艾
伐
蜀
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て
─
西
晋
王
朝
成
立
史
の
一
側
面
─
」（『
史
滴
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
四
年
）
（
（
） 
山
口
氏
註
（
（
）
前
掲
論
文
参
照
。
（
（
） 
山
口
氏
註
（
（
）
前
掲
論
文
参
照
。
（
（
） 
周
偉
洲
『
南
涼
與
西
秦
』（
一
九
八
七
年
初
版
。
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
再
版
。）
三
頁
～
八
頁
（
（
） 
林
幹
『
東
胡
史
』（
一
九
八
九
年
初
版
。
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
増
補
再
版
。）
一
〇
六
頁
～
一
一
〇
頁
（
（1
） 
白
翠
琴
『
魏
晋
南
北
朝
民
族
史
』（
四
川
民
族
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
九
八
頁
～
一
〇
〇
頁
（
（（
） 
趙
氏
註
（
（
）
前
掲
書
三
二
頁
～
三
五
頁
（
（（
） 
陳
琳
国
『
中
古
北
方
民
族
史
探
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
〇
年
）
二
一
〇
頁
～
二
一
二
頁
（
（（
） 
四
至
の
地
の
地
理
考
証
は
、
周
氏
註
（
（
）
前
掲
書
の
見
解
に
従
っ
た
。
（
（（
） 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
陳
氏
註
（
（（
）
前
掲
書
二
一
一
頁
、
及
び
渡
邉
義
浩
「
西
晋
に
お
け
る
華
夷
思
想
の
変
容
」（『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四
八
、
二
〇
〇
九
年
。
同
氏
著
『
西
晋
「
儒
教
国
家
」
と
貴
族
制
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、
再
録
。）
も
参
照
。
（
（（
） 
關
尾
史
郎
「
南
涼
政
権
（
三
九
七
─
四
一
四
）
と
徙
民
政
策
」
（『
史
学
雑
誌
』
第
八
九
編
第
一
号
、
一
九
八
〇
年
）
（
（（
） 
『
魏
書
』
巻
九
九
・
鮮
卑
禿
髮
烏
孤
伝
に
は
、「
鮮
卑
禿
髮
烏
孤
、
八
世
祖
匹
孤
、
自
塞
北
遷
于
河
西
。
其
地
東
至
麥
田
・
牽
屯
、
西
至
濕
羅
、
南
至
澆
河
、
北
接
大
漠
。
匹
孤
死
、
子
壽
闐
統
任
。
初
母
孕
壽
闐
、
因
寢
產
於
被
中
、
乃
名
禿
髮
、
其
俗
爲
被
覆
之
義
。
五
世
鄧
艾
の
鮮
卑
徙
住
を
め
ぐ
っ
て
五
三
祖
樹
機
能
、
壯
果
多
謀
略
、
晉
泰
始
中
、
殺
秦
州
刺
史
胡
烈
於
萬
斛
堆
、
敗
涼
州
刺
史
蘇
愉
于
金
山
。
咸
寧
中
、
又
斬
涼
州
刺
史
楊
欣
於
丹
嶺
、
盡
有
涼
州
之
地
。
後
爲
部
民
沒
骨
所
殺
、
從
弟
務
丸
統
任
。」
と
あ
り
、『
太
平
御
覧
』
巻
一
二
六
・
偏
覇
部
一
〇
・
南
涼
禿
髮
烏
孤
条
に
は
、「
崔
鴻
十
六
國
春
秋
南
涼
録
曰
、
禿
髮
烏
孤
、
河
西
鮮
卑
人
也
。
八
世
祖
疋
孤
、
自
塞
北
遷
于
河
西
。
孤
卒
、
子
壽
闐
立
。
闐
孫
機
能
、
壯
果
多
謀
略
。
晉
太
始
中
、
殺
秦
州
刺
史
胡
烈
於
萬
斛
堆
、
敗
凉
州
刺
史
蘇
愉
于
金
山
、
又
殺
涼
州
刺
史
楊
欣
於
丹
嶺
、
盡
有
涼
州
之
地
、
武
帝
爲
之
肝
食
。
能
死
、
從
弟
務
丸
代
立
。」
と
あ
る
。
明
ら
か
に
『
魏
書
』
に
の
み
四
至
の
地
の
記
述
（
文
中
傍
線
部
）
が
あ
り
、
南
涼
録
に
は
見
え
な
い
。
（
（（
） 
山
口
氏
註
（
（
）
前
掲
論
文
参
照
。
（
（（
） 
松
田
壽
男
「
絹
馬
交
易
と
「
禺
氏
の
玉
」
─
最
古
の
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
─
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
二
六
巻
第
一
号
、
一
九
六
七
年
。『
松
田
壽
男
著
作
集
』
第
三
巻
・
東
西
文
化
の
交
流
Ⅰ
、
六
興
出
版
、
一
九
八
七
年
、
再
録
。）
（
（（
） 
陳
氏
註
（
（（
）
前
掲
書
二
一
二
頁
～
二
一
八
頁
（
（1
） 
高
平
を
め
ぐ
る
交
通
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
松
田
氏
註
（
（（
）
前
掲
論
文
及
び
石
見
清
裕
「
唐
の
建
国
と
匈
奴
の
費
也
頭
」（『
史
学
雑
誌
』
第
九
一
編
第
一
〇
号
、
一
九
八
二
年
。
同
氏
著
『
唐
の
北
方
問
題
と
国
際
秩
序
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
、
再
録
。）
を
参
照
。
（
（（
） 
厳
耕
望
『
中
国
地
方
行
政
制
度
史
』
上
編
（
一
）
巻
上　
秦
漢
地
方
行
政
制
度
上
冊
（『
中
央
硏
究
院
歴
史
語
言
硏
究
所
専
刊
之
四
十
五
』、
一
九
六
三
年
）
一
七
五
頁
～
一
七
六
頁
（
（（
） 
陳
垣
『
二
十
史
朔
閏
表
：
附
西
曆
回
曆
』（
古
籍
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
曹
魏
・
高
貴
郷
公
正
元
二
年
一
一
月
は
己
卯
朔
で
、
癸
丑
は
一
二
月
に
な
る
。
高
貴
郷
公
紀
は
、「
癸
丑
」
の
前
に
「
十
二
月
」
を
脱
し
て
い
る
か
、「
癸
丑
」
が
誤
り
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
一
一
月
と
し
て
お
く
。
（
（（
） 
民
族
名
を
冠
す
る
校
尉
・
中
郎
将
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
異
民
族
統
御
官
と
い
う
名
称
を
使
用
す
る
。
な
お
、
異
民
族
統
御
官
一
般
に
つ
い
て
は
、
大
庭
脩
「
漢
の
中
郎
将
・
校
尉
と
魏
の
率
善
中
郎
将
・
率
善
校
尉
」（『
史
泉
』
第
四
二
号
、
一
九
七
一
年
。
同
氏
著
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』、
創
文
社
、
一
九
八
二
年
、
所
収
。）、
安
作
璋
・
熊
鉄
基
『
秦
漢
官
制
史
稿
』
下
（
斉
魯
書
社
、
一
九
八
五
年
）、
小
林
聰
「
後
漢
の
少
数
民
族
統
御
官
に
関
す
る
一
考
察
」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
一
七
、
一
九
八
九
年
）、
三
崎
良
章
「
後
漢
の
破
鮮
卑
中
郎
将
」（
原
題
「
関
于
東
漢
破
鮮
卑
中
郎
将
」、『
秦
漢
史
論
叢
』
第
五
輯
、
一
九
九
二
年
、
所
収
。
同
氏
著
『
五
胡
十
六
国
の
基
礎
的
研
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
日
本
語
版
再
録
。）
等
を
参
照
。
（
（（
）	
丁
樹
芳
「
従
“
撫
納
氐
羌
”
到
控
御
秦
州
：
東
羌
校
尉
與
魏
晋
隴
右
政
局
」（『
青
海
民
族
研
究
』
第
二
六
巻
第
二
期
、
二
〇
一
五
年
）
（
（（
） 
洪
飴
孫
撰
『
三
国
職
官
表
』
下
（『
二
十
五
史
補
編
』
第
二
冊
、
開
明
書
店
、
一
九
三
七
年
、
所
収
。）
は
護
東
羌
校
尉
と
解
し
、「
魏
史
観
第
一
七
九
冊
五
四
護
東
羌
校
尉
一
人
、
秩
比
二
千
石
、
第
四
品
、
魏
所
置
。（
漢
無
此
官
。）」
と
あ
り
、「
鄧
艾
○
正
元
二
年
以
安
西
將
軍
・
假
節
領
。」
と
鄧
艾
一
人
の
み
を
挙
げ
る
。
（
（（
） 
『
蜀
志
』
巻
四
四
・
姜
維
伝
に
「
維
自
以
練
西
方
風
俗
、
兼
負
其
才
武
、
欲
誘
諸
羌
・
胡
以
爲
羽
翼
、
謂
自
隴
以
西
可
斷
而
有
也
。」
と
あ
る
。
（
（（
） 
東
羌
に
関
し
て
は
、
佐
藤
長
『
チ
ベ
ッ
ト
歴
史
地
理
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
）
二
九
六
頁
～
二
九
八
頁
、
塙
博
「
東
・
西
羌
の
区
別
に
関
す
る
一
考
察
」（『
史
滴
』
第
二
号
、
一
九
八
一
年
）、
馬
長
寿
『
氐
与
羌
』（
一
九
八
四
年
初
版
。
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
再
版
。）
九
四
頁
、
黄
烈
『
中
国
古
代
民
族
史
研
究
』
（
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
八
七
頁
～
八
八
頁
、
陳
氏
註
（
（（
）
前
掲
書
一
三
一
頁
～
一
三
六
頁
、
酒
井
駿
多
「
漢
代
の
「
羌
」
と
い
う
虚
像
─
白
馬
と
東
羌
を
例
に
─
」（『
上
智
史
学
』
第
六
二
号
、
二
〇
一
七
年
）
等
を
参
照
。
（
（（
） 
三
崎
氏
註
（
（（
）
前
掲
論
文
参
照
。
（
（（
） 
趙
氏
註
（
（
）
前
掲
書
三
四
頁
（
（1
） 
松
田
氏
註
（
（（
）
前
掲
論
文
参
照
。
（
（（
） 
こ
れ
ら
の
交
通
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
前
田
正
名
『
平
城
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
九
年
）
一
六
四
頁
、
厳
耕
望
『
唐
代
交
通
圖
考
』
第
二
巻
・
河
隴
磧
西
區
（『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
八
十
三
』、
一
九
八
五
年
）
篇
拾
壹
「
長
安
西
通
安
西
驛
道
上
：
長
安
西
通
涼
州
両
驛
道
」
等
を
参
照
。
（
（（
） 
『
蜀
志
』
巻
三
三
・
後
主
伝
、
同
巻
四
四
・
姜
維
伝
の
延
熙
一
六
・
一
七
年
条
。
（
（（
） 
拙
稿
註
（
（
）
前
掲
論
文
参
照
。
（
（（
） 
『
文
選
』
巻
四
〇
・
牋
・
阮
籍
「
為
鄭
沖
勧
晋
王
牋
」（
阮
籍
の
勧
進
文
）
に
、「
羌
戎
來
馳
、
迴
首
內
向
」
は
「
羌
戎
東
馳
、
迴
首
內
向
」
に
作
り
、
小
尾
郊
一
氏
は
「
羌
戎
東
馳
」
に
「
羌
戎
」
は
西
方
の
蛮
族
。「
東
馳
」
は
、
魏
に
入
貢
し
た
こ
と
を
い
う
。」
と
、
「
迴
首
內
向
」
に
「
羌
戎
が
魏
に
服
従
す
る
こ
と
を
い
う
。」
と
そ
れ
ぞ
れ
註
し
て
お
ら
れ
る
。
同
氏
著
『
文
選
』（
文
章
編
）
五
（
全
釈
漢
文
大
系
第
三
〇
巻
、
集
英
社
、
一
九
七
五
年
）
四
九
〇
頁
～
四
九
一
頁
参
照
。
（
（（
） 
鈴
木
秀
夫
『
気
候
変
化
と
人
間
─
（
万
年
の
歴
史
─
』（
大
明
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
五
九
頁
～
一
六
二
頁
（
（（
） 
霊
州
の
歴
史
地
理
に
つ
い
て
は
、
松
田
氏
註
（
（（
）・
石
見
氏
註
（
（1
）
前
掲
論
文
参
照
。
（
（（
） 
『
蜀
志
』
巻
三
五
・
諸
葛
亮
伝
・
建
興
九
年
（
二
三
一
年
）
条
裴
松
之
註
所
引
『
漢
晋
春
秋
』
に
、「
亮
圍
祁
山
、
招
鮮
卑
軻
比
能
、
比
能
等
至
故
北
地
石
城
以
應
亮
。」
と
あ
る
。
な
お
、
三
国
時
代
の
鮮
卑
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
船
木
勝
馬
「
三
国
時
代
の
鮮
卑
に
つ
い
て
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
・
第
二
一
号
、
一
九
七
六
年
）
等
を
参
照
。
鄧
艾
の
鮮
卑
徙
住
を
め
ぐ
っ
て
五
五
（
（（
） 
拙
稿
註
（
（
）
前
掲
論
文
参
照
。
（
（（
） 
司
馬
昭
の
霊
州
遠
征
が
、
斉
王
芳
廃
位
と
高
貴
郷
公
即
位
の
直
前
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
上
正
美
「
阮
籍
の
『
為
鄭
沖
勧
晋
王
牋
』
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
四
集
、
一
九
八
二
年
。
同
氏
著
『
阮
籍
・
嵆
康
の
文
学
』、
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
再
録
。）
参
照
。
（
（1
） 
王
仲
犖
『
魏
晋
南
北
朝
史
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
二
〇
五
頁
。
な
お
、
曹
魏
・
西
晋
時
代
の
異
民
族
の
徴
発
全
般
に
つ
い
て
は
、
唐
長
孺
「
晉
代
北
境
各
族
「
變
亂
」
的
性
質
及
五
胡
政
權
在
中
國
的
統
治
」（
一
九
五
五
年
初
出
。『
唐
長
孺
文
集
』
魏
晋
南
北
朝
史
論
叢
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
、
再
録
。）、
李
偉
山
「
三
国
民
族
政
策
及
其
特
点
略
論
」（『
西
北
民
族
大
学
学
報
』
哲
学
・
社
会
科
学
版
二
〇
〇
六
年
第
六
期
）
等
を
参
照
。
（
（（
） 
後
漢
後
半
期
か
ら
曹
魏
に
か
け
て
の
西
北
地
域
に
つ
い
て
は
、
森
本
淳
「
曹
魏
政
権
下
の
「
雍
州
」
（
原
題
「
後
漢
末
的
東
部
涼
州
」、
中
国
中
古
史
中
日
青
年
学
者
聯
誼
会
提
出
論
文
、
二
〇
〇
七
年
。
同
氏
著
『
三
国
軍
制
と
長
沙
呉
簡
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
、
日
本
語
版
再
録
。）、
渡
邉
義
浩
「
後
漢
の
羌
・
鮮
卑
政
策
と
董
卓
」
（『
三
国
志
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
五
年
。
同
氏
著
『
三
国
志
よ
り
み
た
邪
馬
台
国
─
国
際
関
係
と
文
化
を
中
心
と
し
て
─
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
、
再
録
。）
等
を
参
照
。
（
（（
） 
趙
氏
註
（
（
）
前
掲
書
二
〇
九
頁
～
二
一
〇
頁
（
（（
） 
仇
鹿
鳴
『
魏
晋
之
際
的
政
治
権
力
與
家
族
網
絡
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
四
二
頁
～
一
五
三
頁
（
（（
） 
『
魏
志
』
巻
二
二
・
陳
泰
伝
に
、
洮
西
の
戦
い
直
前
の
雍
州
刺
史
王
経
の
発
言
と
し
て
「
姜
維
・
夏
侯
霸
欲
三
道
向
祁
山
・
石
營
・
金
城
、
求
進
兵
爲
翅
、
使
涼
州
軍
至
枹
罕
、
討
蜀
護
軍
向
祁
山
。」
と
あ
り
、「
涼
州
軍
」
の
も
う
一
例
が
見
ら
れ
る
。
（
（（
） 
『
魏
志
』
巻
二
二
・
陳
泰
伝
。『
蜀
志
』
巻
四
四
・
姜
維
伝
に
は
「
經
衆
死
者
數
萬
人
」
と
あ
る
。
洮
西
の
戦
い
に
つ
い
て
は
、
柴
田
聡
子
「
姜
維
の
北
伐
と
蜀
漢
後
期
の
政
権
構
造
」（『
三
国
志
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。
（
（（
） 
藤
家
禮
之
助
「
曹
魏
の
典
農
部
屯
田
の
消
長
」（『
東
洋
学
報
』
第
四
五
巻
第
二
号
、
一
九
六
二
年
。
同
氏
著
『
漢
三
国
両
晋
南
朝
の
田
制
と
税
制
』、
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
、
再
録
。）
（
（（
） 
雍
州
の
典
農
部
屯
田
の
所
在
地
が
長
安
の
み
で
あ
る
こ
と
は
、
西
嶋
定
生
「
魏
の
屯
田
制
─
特
に
そ
の
廃
止
問
題
を
め
ぐ
っ
て
─
」
（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
〇
冊
、
一
九
五
六
年
。
同
氏
著
『
中
国
経
済
史
研
究
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
、
補
訂
再
録
。）
参
照
。
（
（（
） 
「
安
撫
夷
二
護
軍
」
に
つ
い
て
は
、
町
田
隆
吉
「
前
秦
政
権
の
護
軍
に
つ
い
て
─
「
五
胡
」
時
代
に
お
け
る
諸
種
族
支
配
の
一
例
─
」
（
酒
井
忠
夫
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
の
会
編
『
歴
史
に
お
け
る
民
衆
と
文
化
─
酒
井
忠
夫
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
集
』、
国
書
刊
行
会
、
一
史
観
第
一
七
九
冊
五
六
九
八
二
年
、
所
収
。）
参
照
。
（
（（
） 
山
口
正
晃
「
将
軍
か
ら
都
督
へ
─
都
督
制
に
対
す
る
誤
解
─
」
（『
東
洋
史
研
究
』
第
七
六
巻
第
一
号
、
二
〇
一
七
年
）
（
（1
） 
『
蜀
志
』
巻
四
四
・
姜
維
伝
。
段
谷
の
敗
戦
が
蜀
漢
側
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
関
し
て
は
、
柴
田
氏
註
（
（（
）
前
掲
論
文
参
照
。
（
（（
） 
『
北
史
』
巻
九
三
・
僭
僞
附
庸
列
伝
・
後
秦
姚
氏
伝
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
文
章
が
見
ら
れ
る
。
（
（（
） 
厳
氏
註
（
（（
）
前
掲
書
一
七
五
頁
～
一
七
六
頁
（
（（
） 
熊
谷
滋
三
「
前
漢
に
お
け
る
属
国
制
の
形
成
─
「
五
属
国
」
の
問
題
を
中
心
と
し
て
─
」（『
史
観
』
第
一
三
四
冊
、
一
九
九
六
年
）
鄧
艾
の
鮮
卑
徙
住
を
め
ぐ
っ
て
五
七
